
木とともに歩んでいく
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自治体広報の甲子園とも呼ばれる全国広報コンクール（日本広

報協会主催）の令和５年審査に向けて、吉野町が県内他２自治体

とともに県から推薦を受けました。このコンクールは全国各地

の広報作品が審査されるもので、吉野町は昨年に引き続き２年

連続で県代表に選ばれました（昨年は広報紙組み写真部門と映

像部門で選出）。審査結果は４月頃発表される予定です。

問政策戦略課広報広聴室℡（32）9090

「広報よしの」が全国の舞台へ  広報紙部門・組み写真部門で奈良県代表に

日常の何気ない出来事や、お祭りなどのイベントご
と、風景写真など、投稿内容は何でもOKです。写真の
電子データと内容の説明文（100文字程度）を右記メ
ールアドレスまでお送りください。（先着順で掲載）
（公序良俗に反する内容や営利目的の広告等は掲載できま
せん。）

「よしのコレクション」に掲載する投稿記事を募集しています
 応 募 方 法
●メールアドレス　cvy@town.yoshino.lg.jp  へ
●住所・氏名・日中連絡の取れる電話番号 明記
●ペンネームでの掲載希望の場合はその旨明記
●吉野町にゆかりのある方。個人・団体問いません。
問政策戦略課 広報広聴室　℡（32）９０９０

町 の 人 口
1月末現在登録人口

人口合計 人
男性 人2,866
女性 人3,3576,223 世帯数 （-1世帯）  内訳

増加 2世帯
減少 3世帯

転入   8人
転出 10人

世
帯3,085

私
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

Y
os
hi
no
 C
ol
le
ct
io
n

よしコレ
住民のみなさんからの
投稿ページ　＃5５

吉野町在勤

冬はつらいよ さん

運動公園で雪の朝に撮影しました。

ふわふわの雪がつつじの葉の上にこんもり。

まるで綿花のようです。

今年の冬は寒かったですね。春が待ち遠しい

です。
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吉野材を使い、吉野の

人の手で作られた安

心・安全な木のおも

ちゃを生まれた赤ちゃ

んに贈ります。

0歳 子育て講座「木育」

未就園児が保護者と

いっしょに「木のおも

ちゃづくり」など、木を

使った遊びを通して

木に親しみます。

未就園児

わかばこども園「森と遊ぼう」

森の中での遊びをと

おして木や自然とふ

れあう活動。草木や丸

太のシーソー、竹製す

べり台などに子ども

たちは夢中。

園児 よしのこども園「木と遊ぼう」

吉野材で作った積み

木やだるまおとし、木

の玉プールなどで遊

んだり、木を使った工

作をしたりします。

園児

木育授業

学年に合わせた木の工

作や製材所・割箸工場

見学、桜の保全活動な

ど、地域の方々の協力

の下、木に関する様々

な授業を行います。

小学校 友灯工房

吉野町出身の灯り作

家の指導により、木

材・和紙・割箸などの

吉野素材を使って、自

分だけの灯り作品を

作ります。

中学校
ともしび

吉野さくら学園 愛・学習机プロジェクト  使った机は卒業記念品として持ち帰ります

木と暮らし、環境との関係を考え、これから

の吉野を守り続けていってほしいという願

いから、吉野さくら学園の開校に合わせて９

年間使用することができる新たな学習机を

導入。吉野檜を使った机と椅子を、木材関

係者の有志を中心とした住民団体が関連

企業と協力し、企画・製作してくれました。

小・中学校

協働体制

吉野さくら学園
・ふるさと教育
・木育授業教育現場

文

行政

吉野町
・財政措置
・コンセプト

住民団体

吉野と暮らす会
・机製作協力
・メンテナンス子どもたちが自分の机を組み立てます。

野
ブ
ラ
ン
ド
」を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、平

成
28
年
の
町
政
６０
周
年
に
合
わ
せ
て
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
宣
言（
木
育
宣
言
）を
行
い
、「
ふ
る
さ

と
学
習
」の
一
環
と
し
て
、吉
野
町
な
ら
で
は

の「
木
育
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
木
と
ふ
れ
あ
い
、木
に
学
び
、木
と
生
き

る
」を
基
本
理
念
と
し
た
、成
長
段
階
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、吉
野
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
を
誇
れ
る
と
と
も
に
、木
と
暮
ら

し
や
環
境
と
の
関
係
、自
分
と
の
関
わ
り
を
主

体
的
に
考
え
ら
れ
る
豊
か
な
心
を
も
っ
た
子
ど

も
を
育
て
て
い
ま
す
。生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

地
域
の
人
が
作
っ
た
吉
野
材
の
お
も
ち
ゃ
を
贈

る「
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
イ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」に
始
ま

り
、中
学
生
に
な
れ
ば
、吉
野
材
・
割
り
箸
・
和

紙
な
ど
吉
野
の
素
材
を
活
か
し
た
照
明
器
具

づ
く
り「
友
灯
工
房
」に
取
り
組
み
ま
す
。（
左

側
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

吉
野
町
の「
木
育
」の
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、木
育
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
、木
工
職
人
や
木
材
関
連
企
業
の
経

営
者
、地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。子
ど
も
た
ち
は
、地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
た「
木
育
」を
通
し
て
、ふ
る
さ
と
吉
野
へ
の

郷
土
愛
と
愛
着
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
4
月
に
開
校
し
た
吉
野
さ
く
ら

学
園
校
舎
は
Ｒ
Ｃ
構
造
で
す
が
、床
・
壁
・
天
井

に
至
る
ま
で
地
元
産
材
で
あ
る
吉
野
杉
、吉
野

檜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て「
木
質
化
」し
、子
ど

も
た
ち
を
や
さ
し
く
あ
た
た
か
く
包
み
込
む

環
境
づ
く
り
を
整
え
ま
し
た
。吉
野
さ
く
ら
学

園
で
は
、木
の
香
漂
う
新
校
舎
そ
の
も
の
を
木

育
の
教
材
と
考
え
ま
す
。五
感
で
吉
野
材
の

魅
力
を
感
じ
、学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
で
自

分
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
心
を
育
む「
木
育
」

に
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、木
の
ま

ち
吉
野
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。

吉
野
町
を
含
む
吉
野
地
域
は
、日
本
の
造

林
発
祥
の
地
で
あ
り
、古
く
か
ら
日
本
三
大
美

林
と
称
さ
れ
、杉
や
檜
を
育
成
し
て
き
ま
し

た
。先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
れ
ら
の「
吉

　
「
木
の
ま
ち
吉
野
町
の『
木
育
』〜
木
と
ふ
れ

あ
い
、木
に
学
び
、木
と
生
き
る
〜
」と
し
て
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
切
れ
目
な
く
成
長
段
階
に

応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、吉
野
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
れ
る
と
と
も
に
、木
と
の

暮
ら
し
や
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
吉

野
町
の「
木
育
」が
、ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０

２
２　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

木
を
活
か
し
て
森
林
・
林
業
や
地
域
・
社
会

の
持
続
性
・
地
域
連
携
を
向
上
さ
せ
て
い
る
こ

と
や
、木
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
付
与
し
、木
と
の

関
わ
り
を
創
出
す
る
取
組
み
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、子
ど
も
た
ち
が
実

践
し
て
い
る「
木
育
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、今
後
と
も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウッドデザインとは・・・

ＳＤＧｓやカーボンニュートラル

への取組みが必須となっている

今、木を使うことにより、社会課

題の解決を目指す活動のこと

「ウッドデザイン賞」・・・木の良さや価値

をデザインの力で再構築することを目

的とし、優れた建築や製品、活動や研

究等を表彰する顕彰制度

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

（
一
社
）日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会

「
木
育
」

　

吉
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は

木
と
ふ
れ
あ
い
、木
に
学
び
、木
と
生
き
る

木
の
ま
ち
吉
野
町
の

「
木
育
」

と
も
し
び

木のぬくもりを直接感じられる吉野さくら学園

和紙の卒業証書づくりの様子

▶
紹
介
動
画（
令
和
４
年
３
月
作
成
）
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ど、地域の方々の協力
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な授業を行います。

小学校 友灯工房

吉野町出身の灯り作

家の指導により、木
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ち
が
実

践
し
て
い
る「
木
育
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、今
後
と
も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウッドデザインとは・・・

ＳＤＧｓやカーボンニュートラル

への取組みが必須となっている

今、木を使うことにより、社会課

題の解決を目指す活動のこと

「ウッドデザイン賞」・・・木の良さや価値

をデザインの力で再構築することを目

的とし、優れた建築や製品、活動や研

究等を表彰する顕彰制度

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

（
一
社
）日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会

「
木
育
」

　

吉
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は

木
と
ふ
れ
あ
い
、木
に
学
び
、木
と
生
き
る

木
の
ま
ち
吉
野
町
の

「
木
育
」

と
も
し
び

木のぬくもりを直接感じられる吉野さくら学園

和紙の卒業証書づくりの様子

▶
紹
介
動
画（
令
和
４
年
３
月
作
成
）


